
各福祉委員会の活動

2



中部地区
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02 中部
●刈谷西部福祉委員会
●ホットとうぶ推進委員会

●元刈谷福祉委員会

●熊地区ふくし連絡会

●小山ふれあい推進委員会
●重原福祉委員会
●桜区福祉協議会



02 刈谷西部福祉委員会

お宝さがし

ウォーキング

・自治会、公民館と協力して実行委員会を組織。

・遺産や名所を巡ってクイズやゲームに挑戦しな

がら、住んでいる地域のことを楽しく知ること

ができる。

・地域住民の交流の場にもなっている。

活動概要

活動に至った背景（課題）

・市民協働課の交付金を使用して開催したイベントを、

福祉委員会が主体となって引継ぎ開催することになった。



02 刈谷西部福祉委員会

防災マップの作成

・組長と民生委員が主体となり、地区の住宅地図

に、避難行動要支援者名簿に記載のある世帯等

の情報を落とし込む。

・完成したマップはそれぞれが保管し、要支援者

の居場所を把握できるようにする。

活動概要

活動に至った背景（課題）

・地区と民生委員・児童委員に避難行動要支援者名簿が

配付されたが、地区内の要支援者の情報が一目で把握

できるようなものがなかった。



02 ホットとうぶ推進委員会

交流サロン

ホットとうぶ

・市民館にて、子育て中の親子を対象とした子

育てサロンを月１回開催。

・社協の作業療法士が参加することで、発達等

の相談に対応できるようにしている。

活動概要

活動に至った背景（課題）

・刈谷東部地区には子育てサロンがなく、子育て世代が

市民館を利用することが少なかった。



02 ホットとうぶ推進委員会

クイズ大会の開催

・地域に関するクイズを出題するイベントを開

催し、地域の交流の場を作った。

・今後も防災に関するクイズや体験を取り入れ

交流の場を目的に開催する。

活動概要

活動に至った背景（課題）

・地域の交流の場を作るために、まずは交流サロンホット

とうぶにあわせて小学生対象のクイズ大会を開催した。



02 ホットとうぶ推進委員会

父と子の料理教室

・小学生の子どもとその父親を対象に料理教室を開催。

・父親の料理の腕前を上げるだけでなく、父子のふれあい

の場や、父親同士のつながりの場の提供とした。

活動概要

活動に至った背景（課題）

・母親の不在時に仕事をしながら家事をすることに苦戦する父親が増えている現状がある。

・ホットとうぶ推進委員会の活動に協力してくれているボランティアから提案があり開催す

ることになった。



02 元刈谷福祉委員会

防災マップの作成

・災害発生時支援が必要な方のリストを活用

し、防災マップを更新する。

活動概要

活動に至った背景（課題）

・民生委員・児童委員のみで要支援者の見守りを行うこ

とは難しく、見守りの目を増やしたいという思いが

あった。



02 元刈谷福祉委員会

要支援者の見守り活動

・組長・班長が要支援者へ訪問して顔合わせを

行うことで、日常的な見守りができる環境を

整えている。

活動概要

活動に至った背景（課題）

・民生委員・児童委員のみで要支援者の見守りを行うこ

とは難しく、見守りの目を増やしたいという思いが

あった。



02 元刈谷福祉委員会

広報誌の発行

・年に３回、元刈谷福祉委員会の広報誌を発行し

地区回覧した。

・内容は元刈谷福祉委員会の紹介や、ご近所同士

の助け合いについて 等。

活動概要

活動に至った背景（課題）

・元刈谷福祉委員会の認知度を向上させたい。

・広報誌をとおして住民にご近所同士の助け合いやつながりの意識

を向上させたい。



02 熊地区ふくし連絡会

目くばり・気くばり・

声かけ運動

・回覧板等を通して、以下のことを地域住民に呼びかける。

①登下校時に家の前に出て、地域全体で子どもを見守る。

②ご近所さんとあいさつをし顔見知りになる。

活動概要

活動に至った背景（課題）

・助け合い・支え合いができる地域にするためには、住民

同士の日頃からのつながりを深める活動が必要と考えた。



02 熊地区ふくし連絡会

つながりのある地域づ

くりに役立つ講演会

・福祉に関する講演会を開催。

・テーマはふくし連絡会にて話し合い、地域課題に合わせたも

のにしており、年度ごとに異なる。（過去実施テーマ：フレイ

ル予防、小学生による研究「幸せについて」発表 等）

・講演を聞くだけでなく、グループワークなど参加者同士交流

できる時間も作っている。

活動概要

活動に至った背景（課題）
・地域のつながり作りに関する活動の一環として、福祉に

関する講演会を主催することにした。



02 小山ふれあい推進委員会

歩け歩け大会での

ふれあいブース実施

・「歩け歩け大会」にて、多世代交流を目的に「ふれあいブー

ス」を実施。

・内容は、わなげ、紙飛行機飛ばし等、年度によりさまざま。

活動概要

活動に至った背景（課題）

・もともと多世代交流を目的としたサロンを開催していたが、コロナのため中止になってしまった。

・サロンに代わる活動として、地区行事である「歩け歩け大会」にて多世代交流の要素を盛り込めな

いか検討した。



02 重原福祉委員会

福祉に関する講演会

・地域住民にむけ福祉に関するテーマで講演会を

開催。

・テーマは福祉委員会にて話し合い、地域課題に

合わせて決定するので年度により異なる。

（過去実施テーマ：認知症）

活動概要

活動に至った背景（課題）

・重原地区が地域住民同士助け合い、誰にとっても暮らしやすい地域

となるよう、福祉に関する理解を深めるため開催することとなった。



02 重原福祉委員会

地区行事での

福祉委員会ブース実施

・地区行事（防災に関するイベントや餅つき大会等）

にて福祉委員会ブースを実施。

・内容はボッチャ体験、福祉委員会活動紹介ブース。

活動概要

活動に至った背景（課題）

・地域住民に重原福祉委員会を知ってもらう為。



02 重原福祉委員会

個別避難計画者との

顔合わせ

・福祉委員会が支援し、個別避難計画者と地区委員、

班長が顔合わせをする。

・顔合わせの際にはお土産のゴミ袋と福祉委員会紹介

チラシを渡す。

活動概要

活動に至った背景（課題）

・防災の基礎となる「日頃のつながりづくり」を行う

（顔見知りになる）ことを目的に実施するに至った。



02 桜区福祉協議会

さくらカフェ

・民生委員・児童委員主催の認知症カフェに協力。

・協力金１００円で飲み物、お菓子を提供。

・毎月２０名以上が参加し、地域住民だけでなく、

GH利用者や包括職員も参加している。

・スマホ教室を年１回開催している。

活動概要

活動に至った背景（課題）

・地域の人たちの交流や情報発信の場、またお年寄りの

閉じこもり防止や生きがい作りの場にしたいという思い

から始まった。



02 桜区福祉協議会

いきいき百歳体操

・桜市民館にて月に１回、「いきいき１００歳体操」を

開催。

・社協の理学療法士が参加しており、体操のあとはお茶や

お菓子を楽しみながら健康講話を聞いたり、健康相談をし

たり、おしゃべりをしたりして過ごしている。

活動概要

活動に至った背景（課題）

・「いきいき１００歳体操」という体操のＤＶＤと手足につけるおもりを

地区で購入したが、活用の機会がほとんどなかった。

・気軽に体を動かせる場がなかった。



02 桜区福祉協議会

ボランティア部

・人手が足りない地区行事や桜区福祉協議会の活動を対

象に、入部してくれた方へボランティアの案内をする。

・部員へは LINE やメールでボランティアの募集をする。

・ボランティアの参加は自由で、自分のスキマ時間を利用

し参加したい活動に気軽に参加できる。

活動概要

活動に至った背景（課題）

・  地区活動の担い手不足という課題に対し、「スキマ時間に自分のできる内容のお手伝いを

したい」という住民の声と「地域活動の担い手が足りない」という地区の声をマッチングで

きる仕組みを作った。
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